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1. 序論 

近年スポーツの大会はオリンピックに代表

されるように国際化とインターナショナル化

が進んでいる。そうしたなかで選手たちは元

日常活動している場所から時差のある場所で

競技をおこなうことが増えてきた。時差の影

響が選手の認知機能に及ぶことが判明してい

る[1]。そのため、選手たちは時差への対策が

必要となる。時差の対策として概日リズムを

移行先の生活リズムに合わせることが挙げら

れる。概日リズムとは約 24 時間周期の体内時

計のことである[2]。近年この概日リズムにも

個人差があると考えらえており、その指標と

してクロノタイプが提唱されている[3]。クロ

ノタイプは睡眠と覚醒の時間の個人差である

ため、認知機能にも個人差が出ると考えられ

る。スポーツの中でも認知機能をより必要と

するオープンスキルの競技において、重要な

認知機能の一つである俯瞰的視点がある[4]。

そして俯瞰的視点を方略として利用するため

には心的回転能力が求められると考えられて

いる[5]。 

以上より、スポーツにおける認知機能の研

究の課題は人の認知機能を発揮するための時

間などの条件を明らかにすることであると考

えられる。 

2. 研究の目的と方法 

本研究では、心的回転能力において、クロ

ノタイプ別に最も能力を発揮できる条件とし

て時間が関与するかを明らかにすることを目

的とする。 

心身ともに健康な大学生 24 名(平均年 22.5

±2.6 歳)が実験に参加した。参加者は男性に

限定した。実験参加者を J.A.Horne ら(1976)

が 作 成 し た Morningness-Eveningness 

Questionnaire (MEQ)の中央値である 49 点と

50 点で朝型群と夜型群の 2 群に分けた［6］。

実験のプロトコルを図 1 に示す。参加者を①

か②のプロトコルに割り当てた。すべての参

加者は朝 8:00 と夜 8:00 に web 上で心的回転

課題をおこなった。初回の課題から 2 回目の

課題までを 36 時間あけるようにした。参加者

は課題をおこなった後にすべての課題の回答

ページを写真に撮って研究実施者に送付した。 

 

図１．実験プロトコル 

 心的回転課題の正答数と反応時間を分析対

象とした。各群の中で、朝におこなった課題

と夜におこなった課題の正答数と反応時間を

それぞれ比較した。対応のある t 検定で分析

をおこなった。また、MEQ と⑴課題の正答数・

⑵反応時間・⑶⑷正答数と反応時間における

朝の課題から夜の課題の値を引いた差分との

相関分析をおこなった。 

3. 結果 

両群の朝の課題と夜の課題の反応時間に有意

な差が認められた(図 2)。 
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図 2．課題の反応時間の平均値の比較 

さらに、夜型群では、朝の課題と夜の課題の

正答数の間に有意な差が認められた(図 3)。 

 

図 3. 夜型における課題の正答数の比較 

また、MEQ と朝の課題の反応時間と夜の課題

の反応時間の差分に有意な相関が認められた

(図 4)。 

 

図 4. MEQ と課題の反応時間の差分の相関 

4. 考察 

以上の結果より、クロノタイプによって心的

回転能力を発揮する条件として時間が関与し

ていることが示唆された。特に夜型の人は朝

の心的回転能力が低く、夜になると高くなる

ことが顕著であった。スポーツの現場におい

て、夜型の選手は朝と夜かの時間の違いによ

ってパフォーマンスに大きな違いが出ること

が考えられる。紺秋の結果は、今後のスポー

ツの現場では夜型の選手への準備における配

慮だけでなく、競技がおこなわれる時間を参

考に選手の選考をおこなうなどの指導者の行

動の選択にも影響を与えることが考えられる。 
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